
製造業における先進事例（自社で行う取組）

 省エネ・節電設備の導入
・デマンドコントローラー（電力監視装置）

使用電力の上限を設けて、使用量が上限に近づいた際に警報ブザー等による注意喚起を行う
制御装置を導入することを検討している。

・自家発電設備
代替電源としての自家発電を緊急時以外についても利用することを検討している。

＜デマンドコントローラー＞ ＜発電機＞



製造業における先進事例（複数社で共同して行う取組①）

 操業時間・営業時間の調整・シフト

・連続した作業時間を確保する必要がある業種や、設備数が少なく自社だけでは電力需要を抑
制することができない業種において、業界の各社を数グループに分け、各グループで、１日のう
ちの操業時間をずらしながら設備を稼働させることを検討している。

0時 ７時 12時 14時 19時 0時 2時
（時 間）

準備 製造 停止処理

Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ Ａグループ

 操業日・営業日の調整・シフト

同業社その他で複数社が集まり、グループを設定。稼働日数を通常と変えずに、各グループが
時期をずらしながら休業することを検討している。

月 火 水 木 金 土 日 月 ･･･

グループ１

Ａ社

Ｂ社

Ｃ社

休業 休業 ･･･

グループ２

Ｄ社

Ｅ社

Ｆ社

休業 ･･･

グループ３

Ｇ社

Ｈ社

Ｉ社

休業 ･･･



製造業における先進事例（複数社で共同して行う取組②）

 夏期休業の設定・長期化・分散化

同業社その他で複数社が集まり、グループを設定。例年と同程度の夏期休業を行いつつ、各グ
ループで夏期休業の時期を設定することを検討している。

７月 ８月 ９月

グループ１
Ａ社 休暇

Ｂ社

グループ２
Ｃ社

Ｄ社

グループ３
Ｅ社

Ｆ社

グループ４
Ｇ社

Ｈ社

グループ５
Ｉ社

Ｊ社

グループ６
Ｋ社

Ｌ社

 電力使用形態が異なる事業者の連携した取組み

連続した長時間の作業時間を必要とするグループ（Ａグループ）と操業・営業時間を調整するこ
とが可能なグループ（Ｂ・Ｃグループ）が連携。単独では最大使用電力の削減が難しかったＡグ
ループも含め、Ａ・Ｂ・Ｃグループ全体で最大使用電力を削減することを検討している。



オフィス・商業における先進事例（自社で行う取組①）
 省エネ・節電設備の導入
・照明器具をLEDや高効率蛍光灯に取り替えることを検討している。
・BEMS（ビル・エネルギーマネジメント・システム）を導入し、空調設備等の総合効率の向上を図る
ことを検討している。

・ガス空調機を導入する、もしくは電気式メインからガス式メインに空調の運転比率を変更すること
を検討している。

＜直管形LEDランプ＞
＜電球型蛍光ランプ＞ ＜ＢＥＭＳの制御画面＞＜ガス空調機＞

 執務室の集約

エリアに分けて部分空調が可能なビルについては、執務室を集約し、これに合わせた空調を行う
ことで照明及び冷房負荷の低減を図っている。



オフィス・商業における先進事例（自社で行う取組②）

 ポスターやマニュアル等による意識啓発
ポスターや節電中である旨の張り紙・放送により、その励行を促している。

 省エネ診断等専門アドバイザーの活用

省エネ診断等専門アドバイザーを活用し、換
気量の削減や照明の照度調整等、専門的知
見を踏まえ、電気の使用量の抑制を図ること
を検討している。

 業務用冷蔵庫の集約化

店舗内で複数稼働している業務用冷蔵庫、
ショーケースについてより小数の冷蔵庫等
に内容物を集約保存している。



オフィス・商業における先進事例（複数社で共同して行う取組）

 商店街の対策

商店街の街路灯、店頭のネオンサイン、店内照明、アーケード内の照明の大幅消灯やＢＧＭの
停止を行う。

 ビルテナントの営業時間／営業日のシフトや一斉休業

・ビル内の個々のテナントの営業時間／営業日のシフトを行い、電力使用量のピークをずらすこと
を検討している。
・オーナーとテナントが協調して、ビル全体の休業日の設定を検討している。
・近隣のビルが共同してビル毎に輪番で休業日を設定することを検討している。

 操業時間・営業時間の調整・シフト（再掲）
 操業日・営業日の調整・シフト（再掲）
 夏期休業の設定・長期化・分散化（再掲）
 電力使用形態が異なる事業者の連携した取組（再掲）
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